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１．快適さを支える生活基盤の向上

２．健康で生きがいを持てる暮らしの充実

３．交通拠点性を生かした都市活力の向上

４．子育てと子どもの成長を支える環境の充実

５．市民力・地域力の活性化

６．行政経営

ー 施策の大綱 ー

New! は、令和５年度にない新しい取組を行う事業を表します。
Up! は、令和６年度から一部拡充した取組を行う事業を表します。



１．快適さを支える生活基盤の向上

～快適に過ごせるまちへ～

■耐震性の低い木造住宅の耐震化の促進、広域的な災害対応や初動体制の強化に向けた消防指令センターの共同整備
など、南海トラフ地震をはじめとする大規模自然災害に対する都市レジリエンスの向上を図る取り組みを推進

■関宿における重要伝統的建造物群保存地区の選定４０周年記念事業の開催や旧東海道の舗装美装化など、歴史文化
を生かしたまちづくりを推進

Kameyama city １

New!
消防庁舎及び関分署自家用発電設備改修事業 （３,５５３千円）

消防庁舎及び関分署の自家用発電設備の改修を図り、大規模災害発生

時における緊急体制の強化と業務継続性の向上に努めます。

東野公園体育館改修事業 （１５７,４００千円）

指定避難所である東野公園体育館に空調設備と自家発電設備を整備し、

災害時における避難所機能の強化を図ります。

関連するＳＤＧｓのゴール

津・鈴鹿・亀山３市消防指令業務共同運用事業（４,１０５千円）

消防需要の複雑化・多様化が進む中、広域的

な災害対応や初動体制の強化等、消防サービス

の高度化及び消防力の強化を図るため、３市共

同での消防指令センターの整備を進めます。

都市レジリエンスの向上を図る取り組み

New! 地域防犯カメラ設置支援事業 （２,０００千円）

自治会等による防犯カメラの設置を支援し、地域の防犯環境の充実

と体感治安の向上を図ります。

Up! 東海道街道環境整備事業 （６２,０００千円）

関宿の重伝建選定４０周年に合わせて、関宿内の旧東海道における舗装の

美装化を重点的に実施し、沿道区域の更なる魅力向上を図ります。

New!関宿重伝建選定４０周年記念事業 （２,６８３千円）

関宿が国の重要伝統的建造物群保存地区選定４０周年を迎えるにあたり、記

念事業としてシンポジウムや子どもを対象とするワークショップを開催します。

地震対策・木造住宅補強事業 （３６,５００千円）

耐震診断において耐震性の有無を診断するとともに、耐震性が低いと判

定された木造住宅に係る耐震補強や除却に対する支援を行い、地震等で建

物が倒壊する災害リスクの低減を図ります。

鈴鹿関跡学術調査事業 （６,１８０千円）

１枚の画像で様々な地形が立体的に表現される赤色立体地図による測量調

査を実施するなど、国史跡である鈴鹿関跡の全容解明に向け取り組みます。

みえ森と緑の県民税市町交付金の活用
（１０,０００千円）

亀山の木材とふれあう機会を創出する

とともに、鈴鹿川等源流の森林づくり協

議会の活動を中心に、源流域を守り地域

への愛着を醸成する取組を進めます。

歴史文化を生かしたまちづくり

橋梁長寿命化修繕事業 （１１２,０００千円）

橋梁の健全度点検の結果等に基づき、市が管理する全ての橋梁の修繕を

計画的に進めるとともに、橋梁の長寿命化を図ります。



２．健康で生きがいを持てる暮らしの充実

～心と体の豊かさを感じられるまちへ～

New! 高度医療機器更新事業

（１４０,０００千円）

導入から１０年以上が経過している市立

医療センターのＣＴスキャナー及びＭＲＩ

を更新し、地域

医療拠点として

の機能強化と患

者サービスの向

上を図ります。

New!
がん患者支援事業 （２,１８２千円）

がん患者の治療と社会生活を支援するため、

医療用ウィッグ購入への助成など、療養生活の

質の維持・向上を図るとともに、骨髄バンク事

業におけるドナーの負担軽減を図ります。

■開校１周年を迎える「かめやま健康都市大学」の運営やがん患者への支援、市立医療センターの高度医療機器の更
新、重層的支援体制の充実など、市民が健やかで心豊かに生活できる地域社会の実現に向け、健康都市政策を推進

■「かめやま文化年２０２４」を開催し、子どもたちの文化芸術活動への参画機会やにぎわい・魅力を創出

Kameyama city ２

Up! アプリｄｅウェルネス推進事業

（４,５００千円）

「歩く」ことを中心に市民の主体的な健康

習慣づくりの定着を図るため、より一層の健

康マイレージアプリの活用を図ります。

関連するＳＤＧｓのゴール

New! かめやま文化年事業

（１９,８７０千円）

「かめやま文化年２０２４」を開催し、

子どもたちの文化芸術活動への参画機会の

充実に努めるとともに、文化の継承と創造

を育む取り組みに

より、まちのにぎ

わいや魅力の創出

につなげます。

健康都市の推進

Up!
地域福祉力向上重層的支援体制整備事業

（２８,１５５千円）

参加支援員（ＣＳＷ）として、新たに公

認心理師の有資格者を配置し、支援対象者

や支援内容を拡大す

ることで、世代や属

性を問わない包括的

な相談支援体制の充

実を図ります。

疾病予防・重症化予防の推進

がん検診推進事業（１００,０００千円）

がんの早期発見・早期治療につなげるため、

がん検診の受診促進及びがん予防に関する知

識の普及を図ります。

地域医療体制の充実

New! アーバンスポーツ環境の整備（公園

管理費・施設管理費）（５,０００千円）

名阪工業団地第三公園の環境を整え、スケー

トボード等のアーバンスポーツができる場所と

して開放します。

Up! 健康都市大学創設・運営事業

（５,８００千円）

健康に関する知識の習得と実践の場である

「かめやま健康都市大学」の講座の充実等を

図るとともに、大学修了

生である「健都サポータ

ー」の活動を通じて、地

域での健康活動の拡大を

目指します。



３．交通拠点性を生かした都市活力の向上

～活力のあるまちへ～

ニホンザル等獣害対策事業
（３１,０８９千円）

鳥獣被害防止対策推進協議会との連携や

サル被害対策チーム「モンキーレンジャー

ズ」の活動を通じ、群れの特性に応じた管

理計画を策定し、サル被害対策に取り組む

とともに、三重大

学との連携により、

ＧＰＳを活用した

被害リスクマップ

の作成に新たに取

り組みます。

Kameyama city ３

■亀山ブランドの更なる推進や民間人材の活用による観光プロモーションの展開など、地域資源を生かした商工業・
観光の活性化

■リニア中央新幹線三重県駅の誘致や鈴鹿亀山道路の整備推進による広域交通網の強化と多様な産業の集積

Up! 亀山ブランド推進事業（７,６０５千円）

これまで認定した１９事業者３８品目を中心に、

本市の魅力を市内外へ発信するとともに、亀山ブラ

ンド認定事業者や認定を目指す事業者に対し、新商

品の開発や販路拡大等、専門家による伴走型の支援

を行うほか、亀山茶を素材とした亀山ならではの食

文化を楽しめる新たなフードツーリズムの提案と情

報発信を行います。

関連するＳＤＧｓのゴール

New! 
石水渓キャンプ場バンガロー施設前
トイレの改修（観光施設費・施設管理費）

（１８,１００千円）

石水渓キャンプ場

のバンガロー施設に

隣接するトイレを改

修し、施設利用者の

快適性・利便性の向

上を図ります。

地域資源を生かした商工業・観光の活性化

リニア中央新幹線整備促進事業
（１,３５４千円）

リニア中央新幹線亀山駅整備基金積立事業
（２５,０００千円）

リニア中央新幹線三重県駅の実現に向け、官
民一体となった誘致活動を展開します。
また、リニア駅周辺の整備に充てるための計

画的な財源確保を図ります。

広域交通網の強化と多様な産業の集積
鈴鹿亀山道路の整備促進
（道路橋梁一般事業・一般管理費）

（３２５千円）

産業振興、災害時の道路機能強化等に資する

地域高規格道路「鈴鹿亀山道路」の早期完成に

向け、期成同盟会を通じて、県等との連携を更

に深めながら、促進活動に取り組みます。

産業振興奨励事業（１１４,５３５千円）

亀山市産業振興条例に基づき、事業所の新

設・増設を行った事業者に対して奨励金を交

付し、多様な産業集積を図ります。

観光プロモーション事業（３,２４６千円）

New! 地域活性化企業人の活用

（観光振興事業・地域活性化企業人事業）
（５,６００千円）

関係団体と連携しながら、

民間ノウハウを生かした観

光プロモーション活動や亀

山版グリーンツーリズムに

取り組みます。



４．子育てと子どもの成長を支える環境の充実

～豊かな子育てができるまちへ～

Kameyama city ４

■国の子ども政策の加速化を踏まえ、すべての妊産婦、子育て世帯及び子どもに対して一体的に相談支援を行う
「こども家庭センター」を子ども未来部の中に設置し、切れ目ない子ども・子育て支援体制を充実・強化
■１人１台のタブレット端末の活用、不登校児童生徒への適切な支援の充実、外国人児童生徒への学習・生活支援な
どによる個別最適な学びの推進と、中学校全員喫食制給食の実施及び学校給食費等に係る保護者負担の軽減などに
よる子どもの成長を支える環境の充実

関連するＳＤＧｓのゴール

New! 民間保育所等整備事業 （３５６,３９０千円）

認定こども園を整備する社会福祉法人等への財政支援を通じて、低年

齢児の待機児童の解消と、就学前教育・保育機能の充足を図ります。

Up! 子育て世代包括支援事業 （１１２,８９８千円）

従来から実施している「４か月児」「１０か月児」「１歳６か月児」

及び「３歳児」健康診査に加え、新たに

「１か月児」健康診査の受診に係る費用

を助成することで、出産後から就学前ま

での切れ目のない健康診査実施体制の充

実を図ります。

切れ目ない子ども・子育て支援体制の充実

Up! 学校給食費等に係る保護者負担の軽減（１４,０００千円）

物価高騰対策として、昨年度に引き続き、学校給食費等に係る保護者

負担の軽減を図ります。

中学校全員喫食制給食実施事業 （２１,５３０千円）

亀山中学校及び中部中学校における全員喫食制給食の実施に向け、外

部調理委託による食缶搬入方式の体制を整えるため、中学校２校の給食

受け入れ環境の整備に着手します。

個の学び支援事業（小･中学校） (１０３,０８２千円）

特別に支援を要する児童・生徒が安心安全に、かつ自立した学校生

活を送ることができるよう、学習生活相談員等を配置し、学習面及び

生活面での支援や相談対応を行います。

個別最適な学びの推進

Up! 教育支援センター事業 （１１,１２５千円）

不登校児童・生徒の居場所について、民間団体への支援を行うととも

に、各小・中学校に「校内ふれあい教室」を設置し、集団生活への適応、

情緒の安定、基礎学力の補充等に向けた相談などを行います。

外国人児童生徒への支援（教育研究事業・一般事業及び生徒指導
事業・外国人児童生徒教育支援事業）（１６,８５２千円）

支援員や外国語通訳職員の配置等により、外国人児童生徒への学習・

生活支援や助言を行うとともに、保護者への支援や相談体制も整えます。

Up! 福祉医療費助成事業（子ども）（２１３,０００千円）

現在、未就学児のみとしている医療費の現物給付（窓口無料化）につ

いて、令和６年９月受診分から、対象者を中学生まで拡大します。

ＧＩＧＡスクール構想推進事業事業 （６３,６４３千円）

１人１台のタブレット端末等を学校・家庭での学習に活用することに

より、児童・生徒の情報活用能力を育成します。



～地域予算制度による財政的支援～

●地域まちづくり交付金の拡充【従来の地域まちづくり交付金】 ２２,０００千円

【 New! 地域活性化支援事業加算】 ６,６００千円

【 New! 地域介護予防活動支援事業加算】３００千円

５．市民力・地域力の活性化

～つながりと交流のあるまちへ～

Up! 地域まちづくり協議会支援事業

（３１,４１２千円）

コロナ禍からの快復と地域まちづくり活動の更なる活

性化に向け、地域予算制度を充実させるとともに、地域

で活躍できる人材の発掘・育成支援等を行います。

６．行政経営

Kameyama city ５

■人と人のつながりや交流の快復に向け、地域まちづくり活
動を支援するほか、令和７年１月の市制施行２０周年を記
念する式典や周年事業を実施し、市への愛着や誇りを醸成

■マイナンバーカードを活用した市民の利便性の
向上や地方公共団体情報システム標準化への準
備など行政ＤＸを推進

■新庁舎整備に向けた計画的な財源確保

行政情報システム事業（住民情報系）
（１７６,３６６千円）

総合住民情報システム等の

安定稼働を図るとともに、地

方公共団体情報システム標準

化に向けた準備作業を進めます。

New! 窓口入力支援システムの導入

（戸籍住民基本台帳管理費）（４,１７６千円）

マイナンバーカードを活用したシステム

を導入し、窓口での手書きによる負担の軽

減や待ち時間の削減など、市民の利便性の

向上を図ります。

Up!市民活動応援事業 （８,５８７千円）

新型コロナウイルス感染症の影響により縮小傾向にあった地域まちづくり協

議会や市民活動団体の活動が、コロナ禍からの快復により活発化していること

から、市民活動応援券を通じて市民活動団体へ交付する応援金を増額します。

関連するＳＤＧｓのゴール

New! 市制施行２０周年記念事業（８,２３９千円）

令和７年１月に市制施行２０周年を迎えるにあたり、

節目の年を市民と共に祝う記念式典を開催するなど、

市への愛着や誇りの醸成を図ります。

地域まちづくり協議会・市民活動団体への支援

New! 庁舎建設基金積立事業 （１００,０００千円）

新庁舎整備に備え財源を確保

するため、庁舎建設基金の計画

的な積み立てを行います。



施策の大綱 主要事業の数 事業費（歳出） うち一般財源

１．快適さを支える生活基盤
の向上

３4 1,193,930 486,339

２．健康で生きがいを持てる
暮らしの充実

18 540,535 337,536

３．交通拠点性を生かした
都市活力の向上

11 246,951 212,731

４．子育てと子どもの成長を
支える環境の充実

18 1,249,952 688,387

５．市民力・地域力の活性化 6 80,094 38,595

６．行政経営 5 377,855 285,713

合 計 92 3,689,317 2,049,301

【参考】令和６年度当初予算（一般会計）における政策予算集計表（主要事業）

（単位：千円）

Kameyama city ６


